
讐
監
詰
監
　
地
名
調
査
餅
究
の
小
報
告

－
－
－
広
島
県
佐
伯
郡
旧
五
日
市
町
に
つ
い
て
1

早来江

川田端

勝　　義

広隆夫

〇　四　三　二　一〇
目
　
次
は
じ
め
に

調
査
地
と
調
査
研
究
方
法

地
名
事
象
の
解
釈

地
名
事
象
分
布
状
況

旧
五
日
市
町
地
名
の
諸
特
色

お
わ
り
に

本
稿
は
、
藤
原
与
一
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
に
、
「
方
言
地
理
学
」
修
士
課

程
講
義
演
習
の
一
こ
ま
と
し
て
と
り
行
な
わ
れ
た
、
広
島
県
佐
伯
郡
旧
五
日
市

町
の
地
名
の
共
乱
調
査
に
関
す
る
小
報
告
で
あ
る
。

○
　
は
じ
め
に

地
名
研
究
の
広
が
り
は
、
ど
の
よ
う
に
見
定
め
ら
れ
よ
う
か
。

私
ど
も
は
、
ま
ず
、
実
習
の
精
神
を
堅
持
す
る
態
度
で
、
地
名
調
査
研
究
に
臨

む
こ
と
と
し
た
。
実
地
調
査
の
過
程
で
、
諸
問
題
を
み
つ
け
、
地
名
研
究
の
発
展

性
や
地
名
そ
の
も
の
の
お
も
し
ろ
さ
を
み
い
だ
し
て
ゆ
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る

藤
原
与
一
先
生
は
、
講
義
演
習
に
お
い
て
、
〃
地
名
学
的
想
念
〃
を
語
ら
れ

た
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

a
命
名
の
心
理
（
命
名
社
会
学
、
発
想
と
社
会
）

b
漢
語
地
名
と
和
語
地
名
（
ど
う
い
う
と
き
に
漢
語
地
名
が
要
請
さ
れ
て
く

る
の
か
）

C
地
名
伝
説
の
発
生
と
伝
承

d
細
分
地
名
の
要
・
不
要

e
都
市
周
辺
の
地
名
と
山
村
な
ど
の
地
名

e
地
名
と
人
間
世
代

f
新
し
い
地
名
の
記
録
と
整
頓

こ
れ
ら
に
啓
発
さ
れ
て
、
考
え
を
深
め
る
と
こ
ろ
も
、
私
ど
も
の
、
地
名
調

査
研
究
の
演
習
の
段
階
で
の
課
題
で
あ
っ
た
。
ど
の
よ
う
な
手
順
を
へ
て
実
習

が
行
な
わ
れ
た
か
を
記
述
す
れ
ば
、
実
習
の
意
図
は
く
ん
で
い
た
だ
け
よ
う
。

一
調
査
地
と
調
査
研
究
方
法

H
調
査
地
の
概
況
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の
地
理
的
事
情

調
査
地
は
、
広
島
県
佐
伯
郡
五
日
市
町
の
う
ち
、
旧
五
日
市
町
（
大
字
五
日

市
、
海
老
塩
浜
、
皆
賀
）
に
あ
た
る
地
域
で
あ
る
。
（
た
だ
し
、
海
老
塩
浜
の

三
筋
川
以
西
は
除
外
し
た
。
）
面
積
は
約
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
東
、
北
、

酉
は
山
に
か
こ
ま
れ
、
南
は
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
平
野
地
で
、
八
幡
川
、
三
筋

川
に
は
さ
ま
れ
た
肥
沃
の
地
で
あ
る
。
も
と
は
、
農
業
を
中
心
に
（
海
岸
部
で

は
塩
業
）
営
ん
で
い
た
が
、
現
在
は
宅
地
造
成
が
進
み
、
住
宅
地
に
変
わ
り
つ

っ
ぁ
る
。
人
口
は
約
一
万
五
千
人
（
三
十
七
年
現
在
）
で
あ
る
。

佃
旧
五
日
市
町
の
沿
革

村
落
の
発
生
は
、
鎌
倉
中
期
と
い
わ
れ
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
、
五
日
市

村
、
海
老
塩
浜
村
、
皆
賀
村
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
明
治
四
十
四
年

に
、
五
海
市
村
を
五
日
市
町
に
改
め
た
。
す
な
わ
ち
旧
五
日
市
町
で
あ
る
。
昭

和
三
十
年
に
、
観
音
村
、

八
幡
村
、
石
内
村
、
河
内

村
を
合
併
し
、
現
在
の

五
日
市
町
に
到
っ
て
い

る
。土
地
形
成
は
、
八
幡
川

の
沖
積
堆
積
物
と
、
数
十

回
に
の
ぼ
る
開
拓
と
埋
め

立
て
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
A
（
長
池
、
東
田
）

以
北
は
、
江
戸
時
代
の
初

期
以
前
に
開
墾
さ
れ
、
A

I
上
H
　
（
大
新
聞
、
蟹
原
）

は
、
江
戸
中
期
の
一
連
の
新
開
（
海
老
塩
浜
、
カ
ニ
バ
ラ
新
開
、
亥
新
開
、
町

裏
新
田
、
湯
蓋
新
田
、
鬼
ケ
首
新
関
、
二
階
新
開
）
・
に
よ
っ
て
い
る
。
B
以
南

は
、
明
治
以
降
の
開
拓
、
埋
め
た
て
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

臼
調
査
研
究
の
作
業
手
順

の
準
備

調
査
研
究
の
準
描
作
業
と
し
て
、
代
表
二
名
（
沼
本
克
明
、
江
ノ
端
義
夫
）

が
、
五
日
市
町
役
場
か
ら
土
地
台
帳
な
ど
の
参
考
資
料
を
拝
惜
し
、
調
査
分
担

（
二
名
一
組
、
．
仝
七
班
）
を
決
め
た
。
各
班
の
調
査
担
当
区
域
が
整
理
さ
れ
、

調
査
の
方
法
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
、
全
体
の
意
志
統
一
を
図
っ
た
。
①
土

地
は
え
ぬ
き
の
古
老
を
中
心
に
聴
録
す
る
。
⑧
地
名
と
そ
の
指
示
す
る
区
域
と

を
確
認
す
る
。
③
地
名
は
、
大
字
、
小
字
か
ら
田
の
名
や
俗
称
に
到
る
ま
で
、

可
能
な
限
り
採
集
す
る
。
①
聴
取
し
た
地
名
は
、
カ
ー
ド
に
カ
タ
カ
ナ
で
麦
記

す
る
。
（
一
枚
一
地
名
）
⑤
地
名
に
関
す
る
伝
承
も
聴
録
す
る
。

㈱
実
地
調
査
と
整
理

日
第
一
回
実
地
調
査
（
昭
和
四
十
二
年
六
月
二
十
二
日
）

調
査
準
備
に
従
っ
て
、
全
員
が
そ
ろ
っ
て
調
査
地
へ
出
発
し
た
。
調
査
時
問

を
限
り
、
調
査
後
、
全
員
が
藤
原
与
一
先
生
宅
に
集
合
し
、
初
め
て
の
地
名
調

査
の
体
験
を
話
し
あ
っ
た
。
被
調
査
者
に
関
し
て
は
、
⑦
心
の
ふ
れ
あ
い
の
楽

し
み
、
㊥
適
確
な
被
調
査
者
の
発
見
の
む
つ
か
し
さ
、
㊦
土
地
人
の
地
名
へ
の

感
情
な
ど
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。
調
査
に
関
し
て
は
、
⑦
地
名
と
位
置
・
区
域

と
の
不
照
合
、
㊥
地
名
の
転
靴
形
な
ど
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
た
。

用
第
一
次
整
理
（
六
月
二
十
九
日
）

各
班
で
調
査
し
た
地
名
を
集
め
検
討
し
て
、
旧
五
日
市
町
地
名
総
覧
作
成
の

た
．
め
の
準
橘
を
し
た
。
こ
の
段
階
で
、
位
置
の
不
明
監
な
も
の
、
未
調
査
区
域

な
ど
を
点
検
し
た
。
そ
し
て
、
地
名
の
印
象
的
解
釈
を
試
み
た
。
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川
第
二
回
実
地
調
査

第
一
回
実
地
調
査
資
料
の
確
認
・
補
充
を
各
珪
に
お
い
て
、
随
時
に
行
な
っ

た
。
聞
第
二
次
整
理
（
七
月
六
日
）

鴨
仙
録
し
え
た
地
名
事
象
に
解
釈
を
施
し
て
」
地
名
の
分
発
案
を
各
班
ご
と
に

提
出
し
た
。
⑦
語
構
成
に
注
目
し
た
も
の
、
㊥
命
名
の
動
機
（
心
理
）
に
注
目

し
た
も
の
、
㊦
歴
史
性
に
注
目
し
た
も
の
、
な
ど
が
お
お
か
た
の
分
類
案
で
あ

っ
た
。H
地
名
事
象
の
解
釈
と
地
名
事
象
分
布
図
作
成

日
第
三
次
整
理
（
九
月
十
四
日
）

地
名
事
象
の
地
図
化
の
第
一
次
作
業
と
し
て
地
名
総
覧
を
作
っ
た
。
各
班
ご

と
に
七
葉
の
地
名
総
覧
を
作
っ
た
。
こ
れ
ら
を
あ
わ
せ
れ
ば
、
こ
こ
に
、
旧
五

日
市
町
の
地
名
総
覧
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

佃
第
四
次
整
理
（
九
月
二
十
八
日
）

地
名
事
象
の
地
図
化
の
軍
一
次
作
業
は
、
代
表
者
二
名
（
沼
本
克
明
、
江
端

義
夫
）
に
よ
っ
て
、
第
二
次
整
理
の
分
類
案
に
従
っ
て
、
地
名
事
象
分
布
図
を

作
っ
た
。
そ
し
て
、
全
員
で
そ
の
解
釈
を
試
み
た
。

以
上
が
、
演
習
に
お
け
る
地
名
調
査
研
究
の
作
業
の
概
略
で
あ
る
。

⇔
ま
と
め
作
業

日
第
三
回
実
地
調
査
（
十
月
十
三
日
）

第
五
回
日
本
方
言
研
究
会
に
、
演
習
の
作
業
結
果
を
展
示
す
る
こ
と
に
な

り
、
代
表
者
三
名
（
来
田
隆
、
早
川
勝
広
、
福
永
博
）
が
、
三
回
目
の
実
地
調

査
を
行
な
っ
た
。
演
習
の
時
間
に
提
示
さ
れ
た
、
地
命
事
象
分
布
図
を
再
検
討

し
、
用
地
輿
占
屠
・
開
墾
、
区
画
に
も
と
づ
く
地
名
分
布
図
、
拗
音
読
み
、

訓
読
み
に
も
と
づ
く
地
名
分
布
図
、
の
二
葉
を
作
っ
た
。

佃
第
四
回
実
地
調
査
（
昭
和
四
十
四
年
一
月
十
九
日
）

こ
の
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
、
四
回
目
の
実
地
調
査
を
代
表
者
三
名
（
江
端

義
夫
、
来
田
隆
、
早
川
勝
広
）
が
行
な
っ
た
。

二
　
地
名
事
象
の
解
釈

採
集
し
え
た
地
名
は
、
地
名
総
覧
（
図
1
参
照
）
と
し
て
掲
げ
た
と
お
り
で

あ
る
。
俗
称
、
旧
字
名
、
現
行
地
名
、
山
、
川
、
池
の
名
を
あ
わ
せ
て
、
総
数
百

五
十
三
地
名
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
名
の
う
ち
、
俗
称
、
旧
字
名
を
、
土
地
の
状

況
、
土
地
人
の
説
明
、
文
献
（
注
）
に
徹
し
て
解
釈
し
、
さ
ら
に
、
分
類
を
し

た
。
こ
の
際
、
分
類
基
準
は
、
柳
田
国
男
氏
の
「
地
名
の
研
究
」
、
国
語
学
辞
典

の
地
名
の
項
（
大
藤
時
彦
氏
）
、
鏡
味
完
二
氏
の
「
日
本
の
地
名
」
等
の
所
説

を
参
考
に
し
て
、
分
類
し
た
。
す
な
わ
ち
、
H
利
用
地
名
、
口
占
有
地
名
、
臼
分

割
地
名
の
三
分
類
と
し
た
。
H
は
、
人
が
土
地
を
利
用
す
る
必
要
上
か
ら
つ
け

た
も
の
で
、
地
形
、
地
質
、
地
物
に
も
と
づ
く
も
の
が
多
く
、
原
始
的
経
済
生

活
上
、
命
名
さ
れ
た
地
名
で
あ
る
。
口
は
、
土
地
利
用
が
進
ん
で
、
一
族
、
個

人
が
土
地
を
占
有
す
る
た
め
に
つ
け
た
地
名
で
、
土
地
開
墾
、
信
仰
生
活
に
も
と

づ
い
て
命
名
さ
れ
た
地
名
で
あ
る
。
臼
は
、
土
地
を
分
割
し
、
利
用
占
有
す
る

必
要
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
り
、
方
位
、
上
中
下
、
新
古
な
ど
に
よ
っ
て
命
名
さ

れ
た
地
名
で
あ
る
。
地
名
の
発
生
は
、
H
が
最
も
古
く
、
口
が
そ
れ
に
続
き
、

臼
が
最
も
新
し
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

以
下
、
こ
の
分
類
基
準
に
よ
っ
て
、
採
集
し
た
地
名
を
分
類
す
る
。
意
味
不

明
の
地
名
も
多
い
が
、
そ
れ
ら
は
、
以
下
の
三
分
類
に
は
い
ら
ぬ
地
名
、
現
行

地
名
、
山
、
川
、
池
の
名
と
と
も
に
、
後
に
掲
げ
る
。
地
名
は
カ
タ
カ
ナ
で
書

き
、
漢
字
表
記
の
確
か
め
ら
れ
た
も
の
は
、
そ
れ
を
カ
ツ
コ
に
入
れ
て
示
す
。

H
利
用
地
名
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い
地
形
に
も
と
づ
く
も
の

ッ
ェ
ナ
ガ
（
ツ
エ
長
）
　
谷
の
奥
ま
っ
た
所
で
あ
っ
て
、
山
の
裾
に
位
置
す
る

平
地
で
あ
る
。
当
地
方
で
、
土
砂
の
崩
壊
す
る
こ
と
を
「
ツ
エ
ル
」
ま
た
は

「
ズ
エ
ル
」
と
い
う
。
こ
の
地
も
、
ち
ょ
う
ど
、
山
崩
れ
に
よ
っ
て
で
き
た

と
思
わ
れ
る
地
形
で
あ
る
。

コ
ガ
イ
ジ
リ
、
ま
た
は
、
オ
ン
ガ
ワ
ジ
リ
　
皆
賀
川
が
八
幡
川
に
注
ぎ
こ
む
あ

た
り
の
地
で
あ
る
。
皆
賀
川
は
、
幅
一
メ
ー
ト
ル
の
小
川
で
あ
る
。
コ
ガ
イ

ジ
リ
は
コ
ガ
ワ
ジ
リ
（
小
川
尻
）
　
の
、
オ
ン
ガ
ワ
ジ
リ
は
、
オ
ガ
ワ
ジ
リ
の

誹
り
で
あ
ろ
う
。

キ
ワ
ダ
　
八
幡
川
の
堤
の
際
に
あ
る
地
名
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
種
の
地
名
に
、

ヤ
マ
ダ
（
山
田
）
、
オ
カ
ダ
（
岡
田
）
、
ネ
コ
ダ
（
清
田
）
が
あ
る
。

以
上
の
他
に
、
地
形
に
も
と
づ
く
地
名
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。
テ
ラ
ク
ボ
（
寺
久
保
）
、
パ
テ
ィ
シ
　
（
披
出
石
）
、
ナ
カ

ス
　
（
中
洲
）
、
ナ
ガ
イ
ケ
（
長
池
）
、
サ
コ
ダ
（
迫
田
）
、
シ
バ
　
バ
ラ
　
（
芝

原
）
、
フ
ジ
ク
チ
、
コ
ー
ザ
キ
（
幸
崎
）
、
ナ
ガ
サ
コ
　
（
長
迫
）
、
セ
ド
ノ
ガ

ワ
　
（
瀬
戸
川
）
、
パ
パ
　
（
馬
場
）
、
ト
ノ
ヤ
マ
　
（
殿
山
）

は
地
質
に
も
と
づ
く
も
の

ガ
ガ
ラ
　
地
の
人
の
説
明
で
は
、
山
の
傾
斜
面
を
「
ガ
が
ラ
」
と
い
う
の
で
あ

っ
て
、
「
河
河
原
」
と
書
く
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
「
重
商
通
志
」
に
は
、

「
竃
々
羅
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
当
地
は
、
谷
が
ひ
と
き
わ
高
く
な
っ
た
所

で
あ
り
、
開
墾
初
期
に
は
石
地
で
あ
っ
た
と
解
し
う
る
状
況
で
あ
る
。
「
全

国
方
言
辞
典
」
に
よ
る
と
、
島
根
県
都
野
津
で
、
「
石
地
」
の
意
味
で
「
ガ

ガ
ラ
」
と
い
う
。
傍
証
と
な
ろ
う
。

マ
サ
ゴ
ダ
l
て
ま
た
は
、
マ
ナ
コ
ダ
ニ
（
真
砂
谷
）
砂
地
の
谷
の
意
で
あ
ろ
う
。

オ
ド
ロ
　
（
悪
泥
）
　
地
の
人
の
説
明
で
は
、
こ
の
土
地
付
近
は
、
昔
、
海
で
あ

っ
た
所
で
、
陸
地
に
な
っ
た
後
も
、
沼
地
で
あ
っ
た
。
明
治
に
な
っ
て
も
氾

地
帯
で
、
ぬ
か
る
ん
で
い
た
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
は
、
宅
地
に
な
っ

て
い
る
。
「
全
国
方
言
辞
典
」
に
、
雑
草
、
い
ば
ら
の
茂
っ
た
場
所
を
「
オ

ド
ロ
」
と
い
う
と
あ
り
、
あ
わ
せ
て
理
解
し
う
る
。

イ
ノ
サ
コ
、
イ
ノ
サ
ク
、
ま
た
は
、
ユ
ノ
サ
ゴ
　
（
湯
砂
）
地
の
人
の
意
識
と
し
て

は
．
、
ユ
ノ
サ
ゴ
が
正
し
い
地
名
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
現
在
は
、
イ
ノ
サ
コ

と
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
山
が
近
く
に
迫
っ
て
い
て
、
そ
の
間
の
小
さ

な
平
地
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
土
地
を
「
サ
コ
」
と
い
う
こ
と
は
、

「
全
国
方
言
辞
典
」
で
確
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
地
に
隼
降
雪
時
に
も

雪
の
積
も
る
こ
と
の
な
い
泉
が
湧
い
て
い
た
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
か
つ

て
、
ポ
ー
リ
ン
グ
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。
「
ユ
」
は
「
湯
」
と
解
さ
れ
、
「
イ

ノ
サ
。
、
イ
ノ
サ
ク
」
は
「
ユ
ノ
サ
コ
」
の
靴
り
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
一

以
上
の
他
に
地
質
に
も
と
づ
く
も
の
と
し
て
、
サ
コ
ダ
ニ
（
迫
谷
）
、
イ
シ
　
7
2

ガ
サ
ク
（
石
ケ
柵
）
、
シ
ョ
ー
ブ
ノ
タ
ニ
、
シ
オ
ダ
（
塩
田
）
が
あ
る
。
　
　
一

間
地
利
・
地
物
に
も
と
づ
く
も
の

フ
ダ
バ
　
（
札
場
）
　
オ
ー
ト
シ
　
（
大
歳
）
・
神
社
の
巡
拝
者
が
、
参
詣
の
証
と
し

て
札
を
受
け
る
霊
所
の
あ
っ
た
所
だ
、
と
地
の
人
は
伝
え
て
い
る
。
現
在
は

田
地
で
あ
る
。

オ
ー
バ
ン
タ
オ
（
大
番
峠
）
　
皆
鴛
の
人
の
先
祖
で
、
昔
、
大
番
役
を
つ
と
め

た
者
が
い
た
。
そ
れ
に
因
ん
で
つ
け
た
地
名
で
あ
る
、
と
地
の
人
は
説
い
て

い
る
。

コ
エ
ト
1
（
越
峠
）
　
西
山
と
八
晴
山
と
の
間
切
、
低
ま
っ
た
所
の
峠
で
あ
る
。

峠
を
遇
え
る
と
い
う
意
と
解
さ
れ
る
。

イ
チ
ゴ
エ
タ
オ
　
皆
鴛
か
ら
、
こ
の
時
を
通
っ
て
北
西
の
中
地
へ
出
る
。
現
在

は
切
り
ひ
ら
か
れ
て
宅
地
と
な
り
、
ミ
ス
ズ
エ
ン
（
美
鈴
園
）
と
名
づ
け
ら



れ
て
い
る
。

ウ
シ
ロ
ゴ
シ
（
後
趨
）
　
こ
の
地
は
、
山
陽
道
で
あ
り
、
新
宮
山
を
越
え
て
、

イ
ノ
サ
ク
へ
出
た
。
こ
の
地
で
は
、
北
を
「
ウ
シ
ロ
」
と
い
う
。

グ
イ
ビ
ノ
タ
ニ
こ
の
土
地
の
僅
言
で
は
、
グ
ミ
（
胡
頚
）
の
こ
と
を
「
グ
イ

ビ
」
と
い
う
。
グ
イ
ど
の
生
え
て
い
る
谷
の
意
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
他
に
、
地
利
に
も
と
づ
く
も
の
ば
、
モ
チ
ガ
タ
こ
、
イ
ツ
ボ
ン
マ
ツ

（
一
本
松
）
が
あ
る
。

0
占
有
地
名

目
占
居
に
も
と
づ
く
も
の

ハ
ッ
タ
ン
ダ
（
八
反
田
）
　
八
反
を
一
区
と
す
る
田
の
意
で
あ
る
。

ヵ
ン
ダ
（
神
田
）
　
八
幡
神
社
の
社
領
で
あ
っ
た
土
地
で
あ
る
。
八
時
神
社
の

近
辺
の
地
で
あ
り
、
信
仰
生
活
と
地
名
と
の
結
び
つ
き
が
注
目
さ
れ
る
。

タ
ビ
シ
ョ
　
（
旅
所
）
　
八
幡
神
社
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
る
土

地
で
あ
る
。
地
の
人
は
、
か
つ
て
、
八
幡
山
の
頂
か
ら
、
御
輿
を
か
つ
ぎ
お

ろ
し
て
、
八
幡
川
辺
で
祭
礼
を
行
な
っ
て
い
た
。
そ
の
場
所
を
さ
し
て
「
タ

ビ
シ
ョ
」
と
も
「
オ
ク
ビ
シ
ョ
」
と
も
い
う
、
と
説
く
。
「
オ
タ
ビ
シ
ョ
」

が
神
事
に
あ
た
っ
て
、
仮
に
神
霊
を
奉
安
す
る
場
所
を
さ
す
こ
と
ば
で
あ
る

こ
と
は
、
「
民
俗
学
辞
典
」
に
詳
し
い
。
前
の
、
カ
ン
ダ
と
同
じ
く
、
信
仰

生
活
と
地
名
と
の
結
び
つ
き
が
、
み
ら
れ
る
。
以
下
、
同
類
の
地
名
を
掲
げ

る
。
チ
ョ
ー
リ
ン
ジ
（
長
林
寺
）
、
コ
ン
ゴ
ー
ジ
（
金
剛
寺
）
、
キ
フ
ネ

（
木
船
）
　
（
木
船
神
社
の
あ
っ
た
土
地
）
、
オ
ー
ト
シ
（
大
歳
神
社
の
あ
っ

た
土
地
）

モ
ツ
ツ
ァ
ン
ヤ
シ
キ
　
特
殊
な
職
人
な
ど
の
住
ん
で
い
た
土
地
を
、
何
々
屋
敷

と
い
う
こ
と
は
、
「
地
名
の
研
究
」
に
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
同
じ
命
名

法
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

ジ
ケ
（
寺
家
、
ま
た
は
、
地
毛
）
　
地
の
人
は
、
池
田
城
の
ま
わ
り
に
は
寺
が

多
か
っ
た
の
で
、
こ
の
地
名
が
生
ま
れ
、
本
来
は
「
寺
家
」
と
書
く
の
だ
と

説
く
。
「
日
本
地
名
小
辞
典
」
に
「
ジ
ゲ
（
寺
家
、
寺
下
、
寺
上
、
時
花
、

白
花
、
地
下
）
、
自
己
の
部
落
」
と
あ
る
。
地
の
人
の
解
釈
は
、
「
寺
家
」

と
い
う
漢
字
表
記
に
引
か
れ
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
他
に
、
占
有
に
も
と
づ
く
も
の
と
し
て
、
次
の
も
の
が
あ
る
。
モ
ト

ヤ
ダ
ニ
（
本
屋
谷
）
、
シ
ン
ヤ
ガ
タ
ニ
（
真
谷
ケ
谷
）
、
シ
ン
ペ
ー
バ
タ
（
素

平
畑
、
書
兵
衛
畑
）
、
オ
チ
ビ
ト
バ
ラ
（
落
人
原
）
、
モ
ン
ゼ
ン
ダ
ニ
（
門
前

谷
）
、
フ
エ
メ
ン
　
（
笛
免
）
、
タ
ナ
カ
ダ
（
田
中
田
）
、
ヨ
ー
メ
ン
ダ
（
用
免
田
）

用
開
墾
に
も
と
づ
く
も
の

ア
ラ
キ
（
荒
木
）
　
こ
の
土
地
は
開
墾
地
で
あ
り
、
「
日
本
地
名
小
辞
典
」
に

「
ア
ラ
キ
（
荒
木
、
荒
城
、
安
楽
城
、
荒
木
田
、
桟
代
）
、
開
墾
地
」
と
あ

る
こ
と
と
一
致
す
る
。

カ
イ
シ
ョ
　
（
開
所
）
　
シ
ン
ジ
の
項
参
照
。

ヨ
シ
ミ
シ
ン
ガ
イ
（
吉
見
新
開
）
　
吉
見
新
兵
衛
と
い
う
人
が
、
明
治
初
年
に

開
墾
し
た
土
地
。
新
開
に
は
、
こ
の
他
に
、
ニ
カ
イ
ド
ー
シ
ン
ガ
イ
（
二
階

堂
新
関
）
、
ヒ
ツ
ジ
シ
ン
ガ
イ
（
未
新
開
）
、
カ
ニ
ワ
ラ
（
「
カ
ニ
原
新

開
」
の
略
形
）
、
オ
ー
シ
ン
ガ
イ
　
（
大
新
開
）
が
あ
る
。

シ
ン
ジ
　
（
新
地
）
　
昭
和
初
年
の
埋
め
立
て
地
。
カ
イ
シ
ヨ
、
シ
ン
ガ
イ
、
シ

ン
ジ
の
順
は
、
そ
の
土
地
が
開
か
れ
た
時
代
の
腰
で
あ
り
、
開
墾
地
の
地
名

の
命
名
法
に
、
時
代
的
な
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
他
に
、
開
墾
に
も
と
づ
く
も
の
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
、
シ
モ
カ
イ

シ
ヨ
（
下
関
所
）
、
シ
ン
ウ
メ
タ
テ
チ
（
新
埋
立
地
）
、
ツ
キ
ミ
ガ
ハ
マ
　
（
月

見
ケ
浜
）
　
が
あ
る
。

宙
分
割
地
名
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川
方
位
に
よ
る
も
の

説
明
を
略
し
て
、
以
下
、
列
挙
す
る
。
キ
ク
マ
チ
（
北
町
）
、
ヒ
ガ
シ
マ
チ

（
東
町
）
、
ミ
ナ
ミ
マ
チ
　
（
両
町
）
、
ニ
シ
マ
チ
　
（
西
町
）
、
マ
チ
ヒ
ガ
シ

（
町
東
）
、
マ
チ
ニ
シ
　
（
町
西
）
、
マ
チ
ナ
カ
　
（
町
中
）
、
ヒ
ガ
シ
．
ダ
　
（
東

田
）
、
ド
テ
ニ
シ
、
ヒ
ガ
シ
ャ
マ
　
（
東
山
）

は
上
中
下
に
よ
る
も
の

カ
ミ
フ
ル
カ
ワ
　
（
上
古
川
）

シ
モ
フ
ル
カ
ワ
　
（
下
古
川
）
　
現
在
の
八
幡
川
は
、
も
と
は
、
チ
ョ
ー
リ
ン
ジ

（
長
林
寺
）
あ
た
り
か
ら
、
こ
の
二
つ
の
地
を
通
っ
て
流
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
そ
の
な
ご
り
で
、
こ
の
地
は
現
在
で
も
、
土
地
が
少
し
低
く
、
石
が
多

い
。

ミ
ヤ
ノ
シ
タ
　
（
官
ノ
下
）

ハ
チ
マ
ン
ジ
タ
　
（
八
幡
下
）

オ
キ
ミ
ナ
ガ
　
（
沖
皆
賀
）

こ
の
二
つ
の
地
は
、
八
幡
神
社
の
下
に
あ
る
。

上
中
下
に
期
す
る
も
の
と
し
て
あ
げ
る
。
当
地
で

次
に
、
三
分
頚
に
は
い
ら
な
い
地
名
、
解
釈
の
で
き
な
か
っ
た
地
名
、
現
行

地
名
、
山
、
川
、
池
の
名
を
掲
げ
る
。

◎
三
分
類
に
は
い
ら
な
い
地
名

ゴ
テ
ン
バ
　
（
御
殿
場
）
　
当
地
の
羽
田
氏
が
大
正
年
間
に
、
塩
田
で
あ
っ
た
こ

の
地
を
買
い
取
っ
て
、
海
水
浴
場
に
し
て
命
名
し
た
地
名
で
あ
る
。

ジ
ュ
．
ロ
ー
ジ
ン
　
（
寿
老
神
、
寿
老
人
）
、
ま
た
は
、
ジ
ュ
ロ
ー
ジ
　
（
寿
老
地
）

地
の
人
は
、
ジ
ュ
ロ
ー
ジ
ン
と
い
う
。
ジ
ュ
ロ
ー
ジ
は
、
戦
後
の
土
地
台
帳

作
成
時
に
、
作
成
者
の
解
釈
で
「
寿
老
地
」
と
い
う
字
を
あ
て
た
た
め
に
で

き
た
地
名
で
あ
る
。
こ
の
地
で
、
昔
、
寿
老
神
の
絵
を
描
い
た
藩
札
が
見
つ

か
っ
た
と
、
地
の
人
は
い
い
伝
え
て
い
る
。

◎
解
釈
で
き
な
か
っ
た
地
名

ユ
ブ
タ
（
湯
蓋
）
　
地
の
人
の
説
く
と
こ
ろ
は
、
五
百
年
前
に
、
湯
望
遠
空
と

い
う
人
が
住
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
が
で
き
た
と
も
、
昔
、
湯
が
湧

い
て
い
た
土
地
で
あ
る
た
め
に
で
き
た
地
名
で
あ
る
と
も
い
う
、
と
の
こ
と
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は
、
海
側
の
土
地
を
「
オ
キ
」
せ
い
い
、
そ
の
反
対
の
地
を
「
ア
ゲ
（
揚
）
」

と
い
う
。
オ
キ
ミ
ナ
ガ
は
、
皆
賀
の
南
部
、
海
側
の
地
で
あ
る
。
同
類
に
、

オ
キ
ド
テ
が
あ
る
。

以
上
の
他
に
ア
ゲ
カ
ミ
（
揚
上
）
、
ア
ゲ
シ
モ
　
（
揚
下
）
、
ナ
カ
ド
テ
が
あ
る
。

刷
新
古
に
よ
る
も
の

シ
ン
マ
チ
　
（
新
町
）

コ
ハ
マ
　
（
古
浜
）

以
上
の
他
に
、
．
分
割
地
名
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
次
に
列
挙
す
る
。
ミ
ナ
ガ

ホ
ン
タ
ニ
（
皆
賀
本
谷
）
、
タ
ケ
ノ
ウ
チ
、
タ
ケ
チ
、
ま
た
は
、
タ
ケ
ン
チ

（
竹
内
）
、
ヨ
コ
タ
ケ
（
横
竹
）
、
オ
カ
ノ
シ
タ
（
岡
ノ
下
）
、
ウ
シ
ロ
ガ
タ

ニ
（
後
ケ
谷
）
、
コ
ー
ゼ
ン
ジ
マ
エ
（
光
善
寺
前
）

で
あ
る
。

以
下
は
、
説
明
を
略
し
て
列
挙
す
る
。

宗
）
、
ヒ
ゴ
　
（
肥
後
）
、
タ
ヤ
　
（
田
谷
）

－
ド
ー
ダ
ニ
、
サ
ハ
ラ
セ
ン
、
ま
た
は
、

ユ
ズ
キ
　
（
柏
木
）
、
マ
サ
ム
ネ
（
正

、
ケ
ポ
　
（
毛
保
）
、
サ
イ
ト
ー
、
ド

サ
ハ
ラ
デ
ン
　
（
故
原
抜
）
、
ヤ
リ
バ

タ
ケ
、
ヒ
ナ
ガ
サ
ク
（
火
縄
ケ
柵
）
、
モ
チ
ガ
ダ
ニ
（
餅
ケ
谷
）
、
ミ
ト
モ
リ

（
卸
戸
森
）
、
ヒ
ヨ
ー
タ
ン
マ
チ
、
フ
ナ
キ
（
舟
木
）
、
ハ
ト
ガ
ワ
　
（
鳩
川
）
、

ナ
ン
マ
ン
ド
テ

◎
現
行
地
名

ジ
グ
　
（
地
毛
）

ア
ゲ
カ
ミ
ヒ
ガ
シ

ガ
シ
ー
（
揚
下
東
）

フ
エ
ノ
メ
ン
　
（
笛
ノ
免
）
、
ア
ゲ
カ
ミ
ニ
シ
　
（
揖
上
西
）
、

（
揚
上
兼
）
、
ア
ゲ
シ
モ
ニ
シ
　
（
揚
下
西
）
、
ア
ゲ
シ
モ
ヒ

ニ
シ
シ
ン
マ
チ
　
（
西
新
町
）
、
ヒ
ガ
シ
マ
チ
　
（
東
町
）
、



工
事
マ
エ
チ
ョ
ー
（
駅
前
町
）
、
ミ
ス
ズ
エ
ン
　
（
美
鈴
開
）
、
ミ
ナ
ガ
　
（
皆

賀
）
、
ト
ー
ス
イ
エ
ン
　
（
頭
重
閑
）
、
ヨ
シ
ミ
エ
ン
　
（
吉
見
園
）
、
ア
サ
ヒ
マ

チ
（
旭
町
）
、
モ
ト
マ
テ
ヒ
ガ
シ
　
（
基
町
東
）
、
モ
ト
マ
チ
ニ
シ
　
（
基
町
酉
）
、

カ
イ
ロ
ー
エ
ン
　
（
海
老
園
）
、
ラ
ク
ラ
ク
エ
ン
ヒ
ガ
シ
マ
チ
（
楽
々
閑
東
町
）
、

ラ
タ
ラ
ク
エ
ン
キ
ク
マ
チ
（
楽
々
関
北
町
）
、
ラ
ク
ラ
ク
エ
ン
ニ
シ
マ
チ
（
楽

々
園
西
町
）
、
ラ
ク
ラ
ク
エ
ン
シ
ン
マ
チ
（
楽
々
閑
新
町
）
、
ミ
ナ
ト
マ
チ

（
港
町
）◎
山
、
川
、
池
の
名
（
現
存
し
な
い
も
の
に
は
※
印
を
付
す
）

ニ
シ
ヤ
マ
　
（
西
山
）
、
シ
ン
ペ
ー
ヤ
マ
　
（
頁
平
山
）
、
ヒ
ガ
シ
ャ
マ
　
（
東

山
）
、
ム
カ
イ
ヤ
マ
、
ま
た
は
、
ム
コ
ー
ヤ
マ
　
（
向
山
）
、
コ
ン
ボ
ー
ズ
ヤ
マ

（
魂
防
頭
山
）
、
フ
ナ
キ
モ
ト
ヤ
マ
　
（
舟
木
本
山
）
、
ハ
チ
マ
ン
ヤ
マ
　
（
八
幡

山
）
、
ハ
チ
マ
ン
ヤ
マ
・
（
八
幡
山
）
、
シ
ン
グ
ー
ザ
ン
、
ま
た
は
、
シ
ン
グ
ー

ヤ
マ
　
（
新
宮
山
）
、
ム
コ
ー
ヤ
マ
　
（
向
山
）
、
※
カ
メ
ヤ
マ
　
（
亀
山
）
、

※
ジ
ョ
ー
ネ
ン
ヤ
マ
、
ト
ノ
ヤ
マ
　
（
殿
山
）
、
カ
イ
ロ
ー
ヤ
マ
　
（
海
老
山
）

ミ
ナ
ガ
ガ
ワ
　
（
皆
賀
川
）
、
ヤ
ワ
タ
ガ
ワ
　
（
八
幡
川
）
、
ミ
ス
ジ
ガ
ワ
　
（
三

筋
川
）
、
ヤ
イ
ト
ガ
ワ
、
ナ
ン
マ
ン
ガ
ワ
、

グ
イ
ビ
イ
ケ
、
※
シ
バ
ハ
ラ
イ
ケ
　
（
芝
原
池
）
、
※
ガ
ガ
ラ
ノ
イ
ケ

以
上
、
地
名
事
象
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
解
釈
を
試
み
た
。

次
に
、
土
地
の
歴
史
的
推
移
と
み
あ
わ
せ
て
、
地
名
事
象
分
布
図
の
解
釈
を

行
な
う
。
詔
観
点
か
ら
み
た
地
名
の
う
ち
、
二
葉
の
分
布
図
を
選
ん
で
と
り
あ

げ
る
こ
と
と
し
た
。
一
つ
は
「
利
用
、
占
有
、
分
割
に
も
と
づ
く
地
名
」
の
分

布
図
で
あ
る
。
（
図
2
参
照
）
　
こ
れ
は
、
土
地
形
成
過
程
に
一
典
型
を
示
す
旧

五
日
市
町
、
す
な
わ
ち
、
三
角
洲
地
帯
の
五
日
市
村
、
埋
め
立
て
に
よ
っ
て
追

成
さ
れ
た
海
老
塩
浜
村
、
山
間
地
の
皆
賀
村
に
つ
い
て
、
人
々
が
い
か
に
土
地

と
闘
い
、
土
地
を
愛
し
、
土
地
に
執
着
し
て
き
た
か
、
な
ど
を
み
て
ゆ
く
も

の
で
あ
る
。
二
つ
は
「
和
語
、
漢
語
か
ら
み
た
地
名
」
の
分
布
図
で
あ
る
。

（
図
3
参
照
）
明
治
以
降
、
大
正
、
昭
和
期
に
で
き
た
土
地
の
地
名
と
」
　
そ
れ

以
前
の
土
地
の
地
名
と
を
比
較
し
て
、
和
語
地
名
、
漢
語
地
名
の
観
点
か
ら
分

布
傾
向
を
み
て
ゆ
く
。
こ
の
ほ
か
に
、
「
音
節
数
か
l
ケ
み
た
地
名
」
の
分
布
寓

が
あ
る
。
（
こ
の
分
布
斑
は
挙
げ
な
い
。
）
地
理
的
事
情
や
居
住
地
の
新
古
に

よ
っ
て
、
音
節
数
に
か
た
よ
り
が
み
ら
れ
は
し
な
い
か
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
実
際
に
関
し
て
は
、
次
節
で
扱
う
こ
と
と
す
る
。

（
注
）
参
考
文
献
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

1
、
柳
田
国
男
「
地
名
の
研
究
」
　
（
筑
摩
書
房
、
定
本
柳
田
国
男
集
第
二
十

巻
所
収
）

2
、
吉
田
東
伍
「
大
日
本
地
名
辞
典
」

3
、
鏡
昧
完
二
「
日
本
の
地
名
」
な
ら
び
に
、
本
書
巻
末
「
地
名
小
辞
典
」

4
、
東
条
操
編
「
全
国
方
言
辞
典
」
　
「
分
類
方
言
辞
典
」

5
、
柳
田
国
男
監
修
「
民
俗
学
辞
典
」

6
、
「
墾
藩
通
志
」
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三
　
地
名
事
象
分
布
状
況

地
名
が
、
土
地
と
人
間
と
の
交
渉
に
お
い
て
発
生
す
る
と
す
れ
ば
、
地
名
分

布
図
に
認
め
ら
れ
る
分
布
は
、
両
者
の
錯
綜
し
た
現
象
の
歴
史
的
現
実
態
と
し

て
、
層
序
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
以
下
三
分
類
法
に
も
と
づ
い

て
、
地
名
分
布
の
解
釈
を
試
み
る
。

H
「
利
用
、
占
有
、
分
割
に
も
と
づ
く
地
名
」
の
分
布

川
利
用
地
名



地
名
総
覧
に
み
え
る
揚
下
・
揚
上
・
町
東
・
町
西
・
水
長
の
各
部
落
は
、
す

で
に
正
安
二
年
（
一
三
〇
一
年
）
ご
ろ
に
は
奈
落
を
な
し
て
い
た
。
当
時
は
、

八
幡
川
は
長
林
寺
、
竹
内
あ
た
り
か
ら
南
へ
流
れ
て
い
た
。
五
日
市
村
は
低
湿

地
帯
に
あ
り
、
一
七
世
紀
後
半
開
拓
さ
れ
た
海
老
塩
浜
は
、
海
に
突
出
す
る
位

置
に
あ
っ
た
。
か
つ
て
、
水
長
（
今
の
皆
賀
地
域
）
は
、
水
は
け
の
悪
さ
に
苦

し
ん
だ
と
い
う
。
一
七
世
紀
中
ば
に
八
幡
川
の
水
路
変
更
の
工
事
が
行
な
わ
れ

七
、
現
在
の
形
を
と
る
と
、
こ
の
地
域
一
円
の
水
の
便
は
良
く
な
り
、
し
だ
い

に
開
発
が
進
ん
で
い
．
っ
た
。

原
始
的
経
済
生
活
の
原
初
を
う
か
が
わ
せ
る
地
名
は
、
多
く
、
地
形
、
地

質
、
地
利
に
も
と
づ
い
て
認
め
ら
れ
る
。
皆
賀
で
は
自
然
の
さ
ま
を
み
て
、
ヤ
．

マ
ダ
（
山
田
）
、
オ
カ
ダ
（
岡
田
）
、
ナ
ガ
サ
コ
二
長
迫
）
、
サ
コ
ダ
ニ
（
迫

谷
）
、
シ
バ
バ
ラ
　
（
芝
原
）
、
ツ
エ
ナ
ガ
な
ど
と
名
づ
け
て
い
る
。
五
日
市

の
平
坦
地
で
は
、
テ
ラ
ク
ボ
　
（
寺
久
保
）
、
ナ
カ
ス
　
（
中
洲
）
、
オ
ド
ロ

（
悪
泥
）
、
ナ
ガ
イ
ケ
h
長
池
）
、
シ
オ
ダ
（
塩
田
）
な
ど
の
地
形
、
地
質
に

よ
る
地
名
が
み
ら
れ
、
旧
八
幡
川
（
今
の
上
古
川
・
下
古
川
）
と
平
行
し
て
南

北
に
た
ど
ら
れ
る
。
八
幡
川
沿
い
の
地
名
、
キ
ワ
ダ
、
コ
ガ
イ
ジ
リ
　
（
小
川

尻
）
は
、
川
と
の
関
係
が
深
い
。
地
利
に
も
と
づ
ぐ
地
名
は
、
交
通
の
た
め
の

イ
チ
ゴ
エ
ダ
オ
、
コ
エ
斗
－
（
適
時
）
が
、
皆
賀
地
域
に
み
ら
れ
る
。
グ
イ
ビ

ノ
タ
ニ
、
フ
ダ
バ
　
（
札
場
）
も
、
や
は
り
、
署
賀
に
み
ら
れ
る
。
わ
ず
か
に
海

老
塩
浜
地
域
で
イ
ッ
ボ
ン
マ
ツ
　
（
一
本
松
）
が
み
ら
れ
、
五
日
市
の
町
中
で
新

宮
山
の
麓
に
、
ウ
シ
ロ
ゴ
シ
　
（
後
越
）
が
み
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

地
形
、
地
質
、
地
利
に
も
と
づ
く
地
名
の
分
布
は
、
ほ
ぼ
分
布
地
域
を
同
じ

く
し
て
、
主
に
北
部
域
に
み
出
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
一
方
、
山
陽
本
緩
、
国
道

以
南
に
は
ほ
と
ん
ど
み
出
し
が
た
い
と
い
う
こ
と
が
、
特
色
で
あ
る
。

脚
占
有
地
名

土
地
利
用
が
進
む
に
つ
れ
て
、
個
人
、
集
団
に
よ
っ
て
開
墾
が
行
な
わ
れ

る
。
そ
こ
で
自
他
の
土
地
を
区
別
す
る
必
要
が
起
こ
り
、
積
極
的
に
占
有
の
地

名
を
与
え
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
。
開
墾
を
な
し
う
る
の
は
権
勢
あ
る
寺
社
、
豪

族
が
ま
ず
考
え
ら
れ
る
。
チ
ョ
ー
リ
ン
ジ
　
（
長
林
寺
）
、
キ
フ
ネ
　
（
木
船
）
、

コ
ン
ゴ
ー
ジ
　
（
金
剛
寺
）
、
カ
ン
ダ
（
神
田
）
、
ハ
　
ッ
タ
ン
ダ
（
八
反
田
）
、

な
ど
は
そ
の
例
で
あ
る
。
小
集
団
ま
た
は
個
人
占
有
の
地
名
も
み
ら
れ
、
オ
チ

ビ
ト
バ
ラ
　
（
落
人
原
）
、
シ
ン
ヤ
ガ
タ
ニ
（
真
屋
ケ
谷
）
な
ど
が
認
め
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
占
有
を
主
と
す
る
地
名
が
、
当
該
地
域
の
中
北
部
に
か
た
よ
り
を

み
せ
て
、
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
他
方
に
、
明
治
・
大
正
・
昭

和
期
の
開
墾
に
よ
っ
て
造
成
さ
れ
た
南
部
海
岸
地
域
で
は
、
「
何
々
新
開
」

「
何
々
開
所
」
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
新
開
墾
地
名
が
著
し
い
。
さ
き
の
占
有
地

名
の
分
布
と
対
応
し
て
考
え
る
と
き
、
南
北
に
分
画
し
て
認
め
ら
れ
る
分
布
の

事
実
は
、
興
味
深
い
。

川
分
割
地
名

最
も
新
し
い
命
名
で
あ
る
。
分
布
は
、
お
お
む
ね
繁
華
な
町
中
か
、
山
間
よ

り
は
谷
口
に
見
出
さ
れ
る
。
五
日
市
町
中
心
部
の
地
名
は
、
方
向
、
方
位
に
も

と
づ
く
地
名
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
方
向
、
方
位
に
次
い
で
多
い
の
は
上
中
下

の
区
分
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
名
は
平
野
中
央
部
を
覆
っ
て
分
布
し
て
い
る

と
み
ら
れ
る
。

以
上
、
分
布
を
通
し
て
土
地
と
地
名
と
の
関
わ
り
を
み
て
き
た
。
地
名
の
命

名
の
由
来
に
は
、
生
活
事
情
万
般
が
関
係
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、

現
行
地
名
な
い
し
は
、
最
近
の
地
名
は
、
土
地
と
監
れ
た
別
の
観
点
で
企
名
さ

れ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
に
ふ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

口
「
和
語
、
漢
語
か
ら
み
た
地
名
」
の
分
布

分
布
図
を
み
る
と
、
い
わ
ゆ
る
法
語
地
名
の
分
布
の
粗
で
あ
る
こ
と
に
気
付
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く
。
昭
和
期
に
造
成
さ
れ
た
土
地
で
は
、
カ
イ
シ
ョ
（
開
所
）
、
シ
ン
ジ
（
新

地
）
、
な
ど
が
み
出
さ
れ
る
。
こ
れ
よ
り
古
い
時
期
の
地
名
と
し
て
、
チ
ョ
ー

リ
ン
ジ
　
（
長
林
寺
）
、
ヒ
ゴ
　
（
肥
後
）
、
コ
ン
ゴ
ー
ジ
　
（
金
剛
寺
）
、
な
ど
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

和
語
地
名
の
分
布
は
全
域
に
た
ど
ら
れ
る
が
、
南
部
海
岸
地
方
は
、
や
や
紐

で
あ
る
。
和
漂
混
交
地
名
は
、
和
語
地
名
、
漢
語
地
名
の
分
布
の
目
を
縫
う
よ
う
に
全

域
に
認
め
ら
れ
る
が
、
概
し
て
、
新
測
地
に
多
い
。
こ
れ
は
、
次
の
音
節
数
と

の
関
わ
り
に
も
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

臼
「
音
節
数
か
ら
み
た
地
名
」
の
分
布

地
名
を
二
字
に
す
る
と
い
う
因
習
は
、
昔
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
ん
に
ち
は
、

字
数
の
多
い
地
名
も
用
い
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
分
布
図

に
、
音
節
数
の
多
少
に
よ
る
分
布
差
が
み
ら
れ
て
よ
か
ろ
う
。
分
布
図
を
み
る

と
、
一
音
節
地
名
は
皆
無
で
あ
り
、
二
音
節
地
名
は
わ
ず
か
に
、
ジ
ケ
　
（
地

家
）
、
ヒ
ゴ
　
（
肥
後
）
、
タ
ヤ
　
（
田
谷
）
、
パ
パ
　
（
馬
場
）
、
ケ
ポ
　
（
毛
保
）

の
五
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
地
名
の
由
来
に
つ
い
て
土
地
人
は
答
え
ら
れ
な

く
な
っ
て
い
る
。
数
量
的
に
最
も
多
い
三
、
四
、
五
音
節
地
名
の
分
布
は
、
中

北
部
域
の
い
く
ぶ
ん
古
い
地
域
に
も
、
新
し
い
地
域
に
も
認
め
ら
れ
る
。

漢
字
表
記
の
面
か
ら
み
る
と
、
二
字
に
よ
る
表
記
の
地
名
が
な
か
で
も
多

く
、
次
い
で
三
字
の
地
名
が
多
い
。
四
字
の
地
名
に
な
る
と
は
る
か
に
少
な
く

な
る
。
現
行
地
名
は
ひ
と
ま
ず
除
外
し
た
が
、
新
開
地
の
現
行
地
名
を
補
え

ば
、
南
部
海
岸
地
方
に
字
数
の
多
い
地
名
が
分
布
し
が
ち
で
あ
る
。

四
　
旧
五
日
市
町
地
名
の
諸
特
色

こ
の
た
び
の
演
習
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
た
旧
五
日
市
町
地
名
の
特
色
を
、
粗

描
す
る
こ
と
に
す
る
。

H
地
名
伝
説
の
発
生

地
名
伝
説
は
、
多
く
土
地
の
利
用
と
開
墾
、
占
有
と
結
び
つ
い
て
発
生
し
や

す
く
、
分
割
地
名
と
は
縁
遠
い
よ
う
で
あ
る
。
利
用
、
占
有
地
名
の
分
布
の
密

な
皆
賀
は
、
地
名
伝
説
も
豊
富
で
あ
る
。
開
墾
初
期
の
抗
争
と
定
着
の
よ
う
す

を
、
平
家
一
族
の
盛
衰
と
関
係
づ
け
た
、
一
連
の
伝
説
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
話

に
関
連
す
る
地
名
は
次
の
ど
と
く
挙
げ
ら
れ
る
。
オ
チ
ビ
ト
バ
ラ
　
（
平
家
の
落

人
の
住
み
つ
い
た
所
だ
と
い
う
。
）
、
モ
ト
ヤ
ダ
ニ
、
シ
ン
ヤ
ガ
ダ
ニ
（
皆
賀

に
最
初
に
居
住
し
た
個
人
ま
た
は
集
団
の
屋
号
）
、
シ
ン
ペ
ー
ヤ
マ
、
シ
ン
ペ

ー
バ
ク
　
（
真
の
平
家
所
有
の
地
を
意
味
す
る
と
の
こ
と
。
）
、
シ
ョ
ー
プ
ノ
タ

ニ
、
ヤ
リ
バ
タ
ケ
、
ヒ
ナ
ガ
サ
ク
、
イ
シ
ガ
サ
ク
、
サ
ハ
ラ
デ
ン
　
（
と
も
に
合

戦
に
起
因
す
る
地
名
だ
と
い
う
。
）
、
コ
ン
ボ
ー
ズ
ヤ
マ
　
（
暦
賀
の
祖
先
が
、

魂
を
も
っ
て
敵
と
対
す
る
こ
と
を
誓
っ
た
山
だ
と
い
う
。
）
　
こ
れ
ら
は
、
か
な

ら
ず
L
も
正
し
い
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
信
憑
性
の
問
題
で
は
な
く
、
か

か
る
伝
説
が
皆
賀
に
生
ま
れ
た
こ
と
が
お
も
し
ろ
い
の
で
あ
る
。

口
地
名
伝
説
の
変
容
、

地
名
伝
説
は
、
種
々
の
事
情
に
よ
っ
て
変
容
し
、
あ
る
も
の
は
消
滅
し
て
ゆ

く
。
変
容
現
象
の
原
因
の
一
つ
に
宛
字
の
問
題
が
あ
る
。
民
間
で
よ
び
な
ら
わ

し
て
い
た
地
名
に
漢
字
が
あ
て
が
わ
れ
る
と
、
人
々
は
漢
字
を
み
て
、
新
た
な

伝
説
を
生
み
出
す
か
、
ま
た
は
も
と
の
伝
説
を
変
容
さ
せ
て
い
っ
た
で
あ
ろ

う
。
先
に
事
象
解
釈
で
説
い
た
ジ
ュ
ロ
ー
ジ
ン
　
（
寿
老
神
、
寿
老
人
）
か
ら
ジ

ュ
ロ
ー
ジ
　
（
寿
老
地
）
　
へ
の
変
化
に
も
と
づ
く
話
、
ミ
ナ
ガ
　
（
水
長
）
が
旧
八

幡
川
の
水
路
改
変
に
よ
り
皆
よ
ろ
こ
ん
だ
と
こ
ろ
か
ら
ミ
ナ
ガ
　
（
皆
賀
）
と
改

称
し
た
詔
は
、
そ
の
例
で
あ
る
。
こ
れ
に
類
す
る
も
の
に
ユ
ブ
タ
（
湯
蓋
）
、

ジ
ケ
（
寺
家
、
地
下
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
二
つ
に
、
世
代
の
交
代
お
よ
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び
地
理
的
事
情
の
変
化
に
つ
れ
て
、
地
名
伝
説
の
内
容
が
し
だ
い
に
変
容
し
て

い
く
こ
と
が
あ
る
。
コ
ガ
ワ
ジ
リ
（
小
川
尻
）
　
の
音
転
に
よ
る
コ
ガ
イ
ジ
リ

を
、
中
年
男
子
は
、
か
っ
て
小
只
の
よ
く
採
取
で
き
た
川
辺
を
い
う
の
で
あ
ろ

う
、
と
説
い
た
。
老
年
者
の
説
く
と
こ
ろ
と
、
す
で
に
差
を
み
せ
て
い
る
。
「
コ

ガ
イ
」
と
聞
い
て
、
す
な
わ
ち
「
小
貝
」
と
結
び
つ
け
け
て
ゆ
く
。
ま
こ
と
に

自
在
で
あ
る
。

日
新
地
名
の
命
名
態
度

時
代
を
遡
れ
ば
遡
る
ほ
ど
、
土
地
の
事
情
を
地
名
に
生
か
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
日
常
生
活
が
常
に
土
地
の
自
然
状
況
に
左
右
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
わ
せ

る
。
時
代
を
下
る
に
つ
れ
て
、
土
地
人
は
土
地
の
形
状
を
と
ら
え
て
の
命
名
よ

り
も
、
人
為
的
に
名
を
与
え
る
傾
向
を
示
す
よ
う
に
な
る
。
現
行
地
名
で
は
分

割
地
名
を
主
と
し
、
土
地
在
住
者
以
外
の
人
々
に
も
す
ぐ
に
理
解
で
き
る
画
一

的
な
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
楽
々
園
東
町
、
楽
々
園
西
町
、

楽
々
園
新
町
、
楽
々
関
北
町
で
あ
り
、
揚
上
乗
と
揚
上
西
、
揚
下
京
と
揚
下
酋

な
ど
で
あ
る
。

ま
た
、
か
っ
て
、
ヨ
シ
ミ
シ
ン
ガ
イ
　
（
吉
見
新
開
）
、
ニ
カ
イ
ド
ー
シ
ン
ガ

イ
　
（
二
階
堂
新
開
）
、
オ
ー
シ
ン
ガ
イ
　
（
大
新
関
）
、
と
言
っ
て
い
た
地
域

は
、
こ
ん
に
ち
、
吉
見
園
、
旭
町
、
楽
々
間
東
町
と
言
っ
て
い
る
。
皆
賀
地
域

の
ヤ
マ
ダ
（
山
田
）
、
オ
カ
ダ
（
岡
田
）
、
ネ
コ
ダ
（
猫
田
）
、
シ
バ
　
バ
ラ

（
芝
原
）
は
、
西
山
開
墾
に
よ
っ
て
埋
め
立
て
ら
れ
、
美
鈴
閲
と
な
っ
て
い

与
　
「
何
々
薗
」
に
収
的
さ
れ
る
開
墾
地
名
に
は
、
概
し
て
分
割
地
名
と
は
別

種
の
、
美
称
を
求
め
る
意
識
が
働
い
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
新
し
い
地
名
は
、
土
地
の
様
相
そ
の
も
の
を
み
て
と
っ
た
命
名
よ
り

は
む
し
ろ
、
自
然
を
征
服
し
活
用
し
て
ゆ
く
た
め
の
、
人
為
的
な
命
名
に
よ
っ

て
い
る
。

囲
そ
の
は
か
の
こ
と

俗
称
に
関
し
て
は
、
調
査
を
深
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
貴
重
な
多
く

の
地
名
を
採
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
調
査
地
域
を
広
げ
て
ゆ
け

ば
、
解
釈
保
留
の
地
名
も
理
解
さ
れ
よ
う
。

○
お
わ
り
に

以
上
が
「
方
言
地
理
学
」
講
義
演
習
の
、
ご
く
小
部
分
と
し
て
と
り
行
な
わ

れ
た
地
名
調
査
研
究
の
ま
と
め
で
あ
る
。
．
私
ど
も
は
、
演
習
の
立
場
で
、
自
由

に
地
名
研
究
の
諸
問
題
を
考
え
よ
う
と
し
た
。
資
料
の
取
り
扱
い
の
粗
温
さ
に

も
拘
ら
ず
言
い
す
ぎ
た
ふ
L
も
多
か
ろ
う
。
御
叱
正
い
た
だ
け
れ
ば
幸
で
あ

る
。地
名
調
査
に
参
加
し
た
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
岩
崎
文
人
、
江
端
義

夫
、
来
田
隆
、
木
村
兼
吉
、
斎
木
泰
孝
、
菅
原
敬
三
、
田
辺
健
二
、
徳
田
瑞

穂
、
沼
本
克
明
、
早
川
勝
広
、
福
永
博
、
真
砂
混
美
、
山
崎
宏
曙
、
岡
野
信
子

（
聴
講
生
）
。

（
一
九
六
九
・
二
二
一
〇
）
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